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成
東
旧
市
街
は
成
東
城
の
城
下

集
落
が
発
展
し
た
も
の
で
す
。戦

国
期
に
な
る
と
城
郭
の
規
模
が
拡

大
し
、
周
囲
に
武
士
や
、
関
係
す
る

商
工
業
者
が
住
む
町
場
が
形
成
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
が
近
世
の
城
下

町
の
興
り
で
す
。成
東
城
の
初
代

城
主
に
つ
い
て
は
千
葉
氏
の
第
二

十
一
代
当
主
勝
胤
の
弟
胤
家
と
す

る
も
の
と
、
子
の
胤
定
と
す
る
二

説
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
千
葉
氏
惣
領
家
の
近
親
と
い
う

有
力
な
家
柄
で
、
築
城
の
時
期
は

勝
胤
の
生
没
年
か
ら
概
ね
十
六
世

紀
の
前
半
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
城
は
領
主
が
地
域
支

配
の
要
所
に
築
く
も
の
で
、
城
下

は
交
通
の
要
衝
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。成
東
城
の
場
合
は
眼
下
を
東

総
方
面
へ
の
要
道
が
通
り
、
さ
ら

に
成
東
川
の
水
上
交
通
も
利
用
で

き
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。成
東
城

下
は
人
や
物
が
集
散
す
る
町
場
と

し
て
中
世
か
ら
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
の
で
す
。

　

成
東
の
旧
市
街
に
は
狭
い
範
囲

に
元
倡
寺
、
福
星
寺
、
本
行
寺
、
不

動
院
等
の
寺
院
が
軒
を
連
ね
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
城
と
共
に
建

立
、も
し
く
は
整
備
さ
れ
た
城
下
寺

院
と
考
え
ら
れ
ま
す
。祭
政
一
致
の

中
世
に
は
社
寺
が
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
欠
か
せ
ぬ
要
素
で
し
た
。

　

元
倡
寺
は
こ
の
時
期
武
士
団
と

関
係
の
深
か
っ
た
禅
宗
の
寺
院
で
、

城
主
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。昨
年
の
調
査
で
創

建
期
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
が
遺

存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。等
身
大
の
立
派
な
木
像
で
城

主
の
勢
力
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

福
星
寺
に
は
室
町
期
の
毘
沙
門

天
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
ち

ら
は
城
の
守
護
神
と
し
て
造
立
さ

れ
た
尊
像
で
し
ょ
う
。り
り
し
い
姿

が
戦
国
武
将
を
想
わ
せ
ま
す
。

む

さ

し

成
東
城
の
城
下
寺
院 

　

真
言
宗
の
浪
切
不
動
院
は
お
そ

ら
く
は
築
城
以
前
か
ら
古
寺
で
す

が
、
城
主
が
立
派
な
堂
を
寄
進
し

て
城
の
東
側
の
守
り
を
祈
願
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。城
下
に
は
港
も

あ
り
ま
し
た
の
で
や
が
て
水
夫
達

の
信
仰
を
集
め
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
水
難
防
止
の
御
利
益
が
広
ま
っ

た
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

日
蓮
宗
の
本
行
寺
は
城
下
の
町

衆
が
題
目
講
の
た
め
に
集
ま
る
堂

が
発
展
を
し
た
も
の
か
と
思
え
ま

す
。中
世
の
商
工
業
者
に
は
法
華

の
信
者
が
多
い
の
で
す
。

元倡寺阿弥陀如来福星寺の毘沙門天像

浪切不動院

本行寺

　

国
道
の
喧
騒
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
、
成
東
旧
市
街
に
は
堀
割

が
廻
ら
さ
れ
る
中
、
社
寺
が
配
さ
れ

た
静
か
な
街
並
み
が
広
が
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
な
が
ら
ふ
る

さ
と
の
歴

史
に
耳
を

傾
け
て
み

て
く
だ
さ

い
。

浜
名  

徳
順

（
文
化
財
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議
委
員
）

【
講
演
会
】 

　

「
成
東
城
と
そ
の
城
下
寺
院
」

　

５
月
８
日

午
後
１
時
半
～

４
時　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く

プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室
に
て
聴
講
無

料
（
先
着
１
２
０
名
ま
で
）

講
師　

遠
山
成
一
（
千
葉
城
郭
研

　

究
会
）、
浜
名
徳
順
（
文
化
財
審

　

議
委
員
）
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【
市
内
社
寺
特
別
公
開
】

　

主
催　

山
武
仏
教
文
化
研
究
会

　

共
催　

山
武
市
教
育
委
員
会

　

５
月
22
日

・
23
日

午
前
10

時
～
午
後
４
時 

＊
成
東
旧
市
街
の
諸
寺
も
含
め

て
、
市
内
の
社
寺
の
文
化
財
が
い

っ
せ
い
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

●
５
月
22
日

の
コ
ー
ス

　

民
俗
資
料
館
→
勝
覚
寺
→
昼

食
（
オ
ラ
イ
蓮
沼
）→
極
楽
寺
→

五
所
神
社
→
光
明
寺
→
成
東
駅

●
５
月
23
日

の
コ
ー
ス

　

民
俗
資
料
館
→
宝
聚
寺
→
昼

食
→
妙
宣
寺
→
長
光
寺
→
元
倡

寺
→
本
行
寺
→
浪
切
不
動
院

受
付
期
日
・
時
間　

５
月
３
日

　

～
５
月
９
日
ま
で
・
午
前
９

　

時
～
午
後
４
時
半
ま
で
・
各

　

日
先
着
40
名
、
両
日
申
込
可

参
加
費
無
料
（
昼
食
各
自
）

※

開
催
期
間
は
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

左
千
夫
短
歌
会

南
天
の

実
は
こ
と
ご
と
く
鳥
の
餌

も
み
じ
な
る
葉
を
い
と
お
し
み
お
り

　

永
山　

洋
子

そ
の
高
さ

六
三
四
に
な
る
と
伝
え
き
く

完
成
み
た
し
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を

　

前
田　

一
夫

緑
こ
き

野
菜
が
沢
山
育
ち
た
り

料
理
考
え
楽
し
み
つ
み
ぬ

　
　
　
　

今
関　

礼
子

綿
帽
子

深
く
か
ぶ
れ
る
木
々
の
間
に

小
と
り
ら
遊
ぶ
雪
国
育
ち
の

　
　

髙
﨑
ヨ
シ
子

強
が
り
を

言
わ
ず
に
生
き
よ
う
今
年
こ
そ

初
歩
き
の
道
光
さ
ん
さ
ん

　
　

岡
本　
　

秀

凍
て
る
夜

い
ま
だ
帰
ら
ぬ
家
族
い
て

扉
を
開
け
て
寒
さ
確
か
む

　
　
　
　

加
藤　

峰
子

お
こ

か
つ
た
ね

た
ね
い
え

た
ね
さ
だ

よ
う
し
ょ
う
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